
たくさんのお惣菜が並ぶ
ランチバイキング。大山
町ではさまざまな“付加
価値”に挑戦している

木の花ガルテンでは、何百種類もの農産物や加工品を販売。それぞれ
のウリが、生産者によりアピールされている

　
　
　
　
　
　
　

　「
梅
栗
植
え
て
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
！
」

　
今
か
ら
50
年
前
、
こ
の
一
風
変
わ
っ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
日
本
に
一
大
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
た
地
域
が
あ
る
。大

分
県
日
田
市
大
山
町
―
。博
多
か
ら
特

急
で
約
１
時
間
半
、
バ
ス
で
い
く
つ
も

の
山
を
く
ぐ
り
抜
け
て
た
ど
り
着
く
小

さ
な
町
は
、
１
９
６
１
年
か
ら
始
ま
っ

た
住
民
運
動
に
よ
り
、
活
力
あ
ふ
れ
る

土
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
町
内
の
耕
地
面
積
は
、
わ
ず
か
３
６

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。山
間
で
気
候
に
も
土

地
に
も
恵
ま
れ
ず
、
当
時
政
府
が
推
進

し
て
い
た
コ
メ
の
大
量
生
産
も
で
き
な

い
。そ
ん
な
町
が
、一
地
域
と
し
て
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

―
。地
域
の
人
々
は
模
索
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
町
役

場
と
農
協
だ
っ
た
。農
業
に
は
不
利
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
た
特
性
を
逆
手
に
取

り
、「
限
ら
れ
た
狭
い
土
地
で
も
で
き
る

高
さ
や
幅
を
求
め
た
高
次
元
農
業
」
へ

と
転
換
。梅
や
栗
な
ど
の
果
樹
栽
培
を

推
進
す
る
第
一
次
「
Ｎ
Ｐ
Ｃ
運
動
※
」
が

始
ま
っ
た
。そ
の
後
、
ス
モ
モ
、
エ
ノ
キ

ダ
ケ
、ハ
ー
ブ
、ク
レ
ソ
ン
な
ど
町
を
代

表
す
る
農
産
物
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら

に
付
加
価
値
を
付
け
る
べ
く
、
梅
干
し

や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
製
品
の
生
産
に

コ
メ
か
ら
果
樹
へ

農
村
開
発

も
着
手
す
る
こ
と
で
、
県
内
で
最
も
低

か
っ
た
所
得
レ
ベ
ル
が
上
昇
。見
事
、
地

域
再
生
を
実
現
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
目
を
付

け
た
の
が
、当
時
、大
分
県
知
事
を
務
め

て
い
た
平
松
守
彦
氏
。「
政
府
主
導
で
は

な
く
、
住
民
が
主
役
と
な
れ
る
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」。そ
う
考

え
て
い
た
平
松
氏
は
80
年
、①
ロ
ー
カ

ル
に
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
、②
自
主
自
立
・

創
意
工
夫
、③
人
づ
く
り
を
三
本
柱
に

据
え
、
大
分
県
全
域
で
「
一
村
一
品
運

動
」
を
ス
タ
ー
ト
。世
界
に
も
通
用
す

る
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
〝
一
品
〞づ

く
り
に
向
け
た
住
民
た
ち
の
挑
戦
を
県

が
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
３
０
０
種

以
上
も
の
特
産
品
が
誕
生
。ま
ち
づ
く

り
の
先
進
地
域
と
し
て
、
世
界
に
そ
の

名
を
知
ら
し
め
た
。

　
産
業
に
乏
し
か
っ
た
大
分
の
地
方
部

に
、〝
地
域
力
〞
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
一

村
一
品
運
動
。住
民
の
主
体
性
、
ア
イ
デ

ア
を
存
分
に
生
か
し
た
こ
の
手
法
が
、

今
、
開
発
途
上
国
に
も
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
マ
ラ
ウ
イ
を
皮
切
り

に
、ア
フ
リ
カ
、ア
ジ
ア
、中
南
米
で
、一

村
一
品
運
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
開
発
を
支
援
。日
本
の
取
り
組
み
を

見
て
も
ら
お
う
と
、年
数
回
、大
分
で
も

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
１
月
に
は
、コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
15

人
の
研
修
員
が
来
日
。現
在
、
J
I
C
A

が
支
援
し
て
い
る
一
村
一
品
運
動
の
12

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の
代
表
者
と
そ
の

活
動
を
支
え
る
行
政
機
関
の
担
当
者
た

ち
が
、
現
地
視
察
や
事
例
研
究
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
作
り
な
ど
を
通
し
て
、大
分

の
現
場
で
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
開
発
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
こ
の
日
は
、
大
山
町
が
90
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
里
の
駅
「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」

を
視
察
。地
元
の
農
協
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
こ
の
施
設
は
、
各
農
家
の
努

力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た〝
逸
品
〞を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
場
。農
家
が
自
分
た

ち
の
基
準
で
考
え
、
販
売
で
き
る
場
所

を
、
大
山
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
主
体
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
。

　「
生
産
者
が
値
段
を
決
め
ら
れ
る
。直

売
な
の
で
、
ス
ー
パ
ー
に
卸
す
よ
り
も

収
益
が
高
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
、
住
民

た
ち
の〝
挑
戦
〞の
受
け
皿
に
も
な
っ
て

い
ま
す
」
と
大
山
町
農
業
協
同
組
合
の

三
苫
文
人
さ
ん
は
説
明
す
る
。コ
ロ
ン

ビ
ア
北
西
部
の
町
、
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ

の
女
性
組
合
の
ソ
ル
・
ゴ
ナ
レ
ズ
・
ド

ゥ
ケ
さ
ん
は
、「
私
た
ち
も
麻
を
使
っ
た

雑
貨
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
う
ま
く
販

路
が
開
拓
で
き
て
い
な
い
。こ
の
よ
う

な
施
設
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
」
と
感

心
し
て
い
た
。

　
ま
た
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地

域
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ラ
ン

チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
提
供
。「
ど
れ
も
地
域

の〝
お
ば
ち
ゃ
ん
〞が
作
っ
た
家
庭
料
理

で
す
よ
」。三
苫
さ
ん
は
そ
う
笑
う
が
、

こ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
こ
そ
一
流
の
料

理
人
。地
域
の
素
材
を
、
最
も
新
鮮
で
お

い
し
い
状
態
で
提
供
す
る
術
を
知
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
午
後
に
は
、
隣
町
の
天
瀬
町

に
あ
る
女
性
組
織
「
畦
道
グ
ル
ー
プ
食

品
加
工
組
合
」を
訪
問
し
、
77
年
か
ら
製

造
さ
れ
て
い
る
〝
畦
道
の
か
り
ん
と
う
〞

の
誕
生
秘
話
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

「
私
に
と
っ
て
の
〝
一
品
〞
は
お
母
さ
ん

の
味
だ
っ
た
」
と
渡
辺
晃
子
代
表
理
事
。

「
失
敗
を
恐
れ
て
い
た
ら
何
も
で
き
ま

せ
ん
よ
」
と
研
修
員
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

そ
ん
な
元
気
な
女
性
た
ち
の
姿
に
、
彼

ら
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
三
好
皓
一
教
授

は
、「
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
の

概
念
、仕
組
み
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
。そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
や
地
域
に
合
っ
た
一
村
一
品
運
動
を

展
開
し
て
も
ら
い
た
い
」と
期
待
す
る
。

　「
今
回
の
参
加
者
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
と
な
っ
て
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
独
自
の
〝
一
村
一
品
運
動
〞

が
実
現
で
き
れ
ば
」
と
農
業
地
方
開
発

省
の
マ
リ
ア
・
ア
ギ
レ
ラ
・
オ
ス
ピ
ナ

さ
ん
。彼
ら
が
自
国
に
戻
っ
て
〝
逸
品
づ

く
り
〞に
奮
闘
す
る
姿
を
、
大
分
の
人
々

も
見
守
っ
て
い
る
。

住
民
の
創
意
工
夫
で

町
の〝
逸
品
づ
く
り
〞を

※大山町のまちづくり政策の呼称。第一次は、New Plum and Chestnuts
（梅と栗による所得の追及）の頭文字を取っていたが、その後、第二次でNeo 
Personality Combination（豊かな人づくり）、第三次でNew Paradise 
Community（住みよい環境づくり）へと進化している。

特集　地場産業
羽ばたけ、日本の底力

天瀬町の山奥にある小さなかりんとう工場は、組合設立メン
バーで借金をして建てたもの。「当時、女性が借金をすると
いうのは大変なことでした」と渡辺さん（左）

一
村
一
品
で

コ
ロ
ン
ビ
ア
に

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を

　ウガンダでも数年前から「一村一品運動」に
取り組んでいます。もちろん、これまでも国内各
地に特産物はありましたが、それらの生産は個
人的に行われており、コミュニティーや地域全
体での取り組みになっていませんでした。そんな
時、アフリカでマラウイが「一村一品運動」の導
入に成功したことを知り、私たちも彼らに習い、
3つの県でパイロット事業を開始しました。
　しかし、何事においても新しい事業を開始す
るのは容易ではありません。ですから私は、一村
一品の実践の“コツ”をつかむためにも、一度、そ
の発祥の地である大分に足を運ぶ必要がある
と思っていました。
　そして昨年12月、ついにその機会に恵まれま
した。感想はただ一言、本当に素晴らしかった。
頭では理解していたつもりでしたが、大山町など

「一村一品のコツをつかんだ大分訪問」
ウガンダ産業省次官　ジュリアス・オネンさん

に行って、「ああ、
こういうことだった
のか」とすべてに納
得がいきました。自治体
や農協のリーダーシップ、まちづくりにかける思
い、そして住民のやる気や創造力…。これらの
絶妙なコラボレーションがあったからこそ、一村
一品運動が世界的なブランドにまでなったのだ
と確信しました。
　最大の成功の秘訣は、やはり“人”ですね。大
分の人たちは皆、地域に誇りを持ち、特にお年
寄りが、本当に生き生きと輝いています。ウガン
ダにも地域の活性化に意欲的な住民はたくさ
んいる。彼らのポテンシャルを引き出すために、
私たち政府ができることは何か。まずはそこから
しっかりと考えていきたいと思います。

コロンビア

大分県

日
本
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る
、
大
分
県
の
一
村
一
品
運
動
。

住
民
主
体
で
地
域
の
魅
力
を
発
掘
す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

開
発
途
上
国
の
地
域
開
発
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

大 分
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